
 

1 策定の目的  

大田区は、改正児童福祉法の理念に則り、区民に最も身近な行政の強みを活かし、問題を抱える家庭の早期発見に努め

るとともに、自立に向け切れ目なく支援を行うために、法の施行後5年を目途とし、区が運営・管理する児童相談所の設

置を目指しています。本基本構想・基本計画においては、区としての児童相談所のあり方を明確にするとともに、設計・

建設・開設運営に向けた課題を抽出し、目指す児童相談所を整備するための様々な条件を整理することを目的とします。 

策定にあたっては、児童相談体制のあり方や、職員の確保と人材育成などソフト的な条件と、施設整備に関するハード

的な条件を整理し、より着実な児童相談行政の推進に向けた考え方を示すものとします。 

 

2 児童相談行政に係る現状・課題  

子ども家庭支援センター、品川児童相談所（東京都の一時保護所を含む）の各施設の現状から、大田区で児童相談所を

設置するにあたって、以下のような課題があげられます。 

● 虐待の相談件数が年々増加しており、迅

速な対応を求められるケースが増加し

ている。 

● 子ども家庭支援センターは、虐待された

児童を家族から離して保護する権限を

有しておらず、単独で緊急対応を行うこ

とができる範囲が制限されている。 

● 品川児童相談所に一時保護所がなく、離

れた地域での保護となるため、保護した

後のきめ細かなケアを行ううえで不便

さが認められる。 

● 子ども家庭支援センターと品川児童相

談所のそれぞれが虐待に関する相談を

受けており、対応機関が区民に分かりに

くい。 

また、児童相談所が区外にあり、子ども家庭支援センターと離れていることから、子どもの状況の変化に合わせた細か

な対応を行ううえで、時間がかかる場合があります。これらの課題を踏まえて、施設の整備を検討します。 

 

 

 

 

 

３ 大田区児童相談所基本方針 

区では、児童相談行政に係る現状・課題及び関連計画を踏まえ、区として児童相談所を設置することとします。 

 

 

 
 

運営方針                                                                                          

● 子ども家庭支援センターを児童

福祉法の改正により規定された

「市区町村子ども家庭総合支援

拠点」として整備し、機能の強化

を図る。 

● 子どもたちの生きる権利や育つ

権利を守り、児童虐待を防止する

ために、子ども家庭支援センター

が担ってきた児童虐待相談機能

と児童相談所を統合する。 

● ２つの機能を統合した施設を

「（仮称）大田区子ども家庭総合

支援センター」として一体的に

整備する。 

３つの視点                                                                                          

「目指す姿」を実現するための取組み方針として、「３つの視点」を定めます。 

● 子ども家庭支援センターの機能を最大限活用した一元的かつ総合的な支援 

● 関係機関との連携により未然防止に主眼を置いた虐待への対応 

● 安全安心な施設を基盤としたあらゆる子ども家庭相談の実現 

担うべき機能                                   

● 市区町村子ども家庭総合支援拠点は、虐待の未然防止に向け、次の機能を担います。 

 

 

● 児童相談所は、専門的な知識及び技術を要する次の相談に応じ、調査・診断・判定及び援助を行います。 

 

 

  

 ＜概要版＞ 

児童虐待相談件数（件） 

【目指す姿】 
一元的かつ総合的な子ども家庭支援体制を構築し、 
おおたの子どもを守ります 

図 児童相談所設置後の体制 

図 子ども家庭支援センターと品川児童相談所の現状の関係性 

談  

 



 

 

一時保護エリア 

●児童相談所に併設 

●保護管理ゾーンは、保護児童や職員をバックアップする合

理的な施設構成 

●居住ゾーンは、幼児・学齢男子・学齢女子の生活空間

として明るく温かみのある施設構成 

●保護児童の増減に柔軟に対応できるフレキシブルな施設

構成 

児童相談所管理エリア 

●事務室や所長室等、執務に必要な諸室を配置

し、窓口機能をバックアップする合理的な構成 

●大小様々な会議に対応するフレキシブルな会議室

を配置し、要保護児童対策地域協議会の調整機

関として連携を強化 

専門エリア 

●心理的な安

心感を与え

る明るく温

かみのある

施設構成 

開放エリア 

●バリアフリー

に配慮した

施設構成 

その他共用部 

●被災時に継続

して機能維持

できるよう、耐

震性能と非常

電源装置、防

災備品等の確

保 

基本設計・実施設計 
計 

建設工事 

 開設 

4 児童相談所施設方針  

施設整備に関するコンセプト                      

● 子どもと家庭に関する総合相談窓口機能を発揮する施設の実現 

● 関係機関・関係部署との連携強化と地域力向上を担保する施設の実現 

● 将来的な支援の課題を十分に踏まえた施設の実現 

● 施設利用者及び地域の安全・安心に配慮した施設の実現 

● ライフサイクルコストを考慮した環境に優しい施設の実現 

● 居住エリアと通所・執務エリアを区画できる工夫された施設の実現 

各エリアの構成                      

● 「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」は、次の区分（エリア）で構成し、それぞれ以下

の特性を踏まえ整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

5  施設整備スケジュール  

設計及び建設工事に必要な期間を、以下のとおり想定しています。 

 

 

 

6 配置計画案  

児童相談所施設方針を前提に「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」の配置イメージ案を、以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 

                              

図 「（仮称）大田区子ども家庭総合支援センター」における機能ダイヤグラム 

児童相談所管理エリア 

●大会議室 

パーテーションを設け、

フレキシビリティを向上 

●事務室 

十分な広さを確保し、視

線の制御に配慮 

●ケース保管庫 

十分な広さを確保し、事務

室と近接配置 

●動線 

緊急時のサブ動線を確保 

一時保護エリア 

●居住ゾーン 

 採光に配慮し、「幼児ゾー

ン」「学齢男子ゾーン」「学

齢女子ゾーン」の各ユニッ

トはそれぞれ独立 

●宿直室 

居住ゾーン全体を見渡せる

配置 

●体育館 

階高を2階とし、より多く

のスポーツに対応できるよ

うに配慮 

●倉庫・保管庫 

サイズ別の衣類や布団等の

寝具が収納できるよう、十

分な広さを確保 

その他共用部 

●動線 

来庁者と一時保護の動

線を分離し、防犯性を

確保 

開放エリア 

●エントランスホール 

待合スペースを確保 

●諸施設 

エレベーターや多目

的トイレ、授乳室な

どを配置し、バリア

フリーに配慮 

※施設整備スケジュールについては、設置場所の確定後、別途検討します。 

 

４Ｆ 児童相談所管理エリア 

３Ｆ 一時保護エリア 

２Ｆ 一時保護エリア 

１Ｆ 

専門エリア 

１Ｆ 

開放エリア 

１Ｆ 

児童相談所 

管理エリア 

 

 

専門エリア 

●各諸室 

プライバシーに配慮

した諸室配置 

●プレイルーム 

外部と一体に活用す

ることで多種多様な

遊びに対応 


